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千葉県立病院将来構想検討会について 
 

１ 検討会の実施状況 

○第１回検討会（平成２０年４月２５日） 

・検討会を設置した目的 

・千葉県立病院将来構想の内容と将来構想見直しの背景など 

 

○施設視察会（平成２０年５月２３日） 

・がんセンター、救急医療センター及び精神科医療センターの現地視察、各

センター・病院の診療機能の特徴 

 

○第２回検討会（平成２０年６月１８日） 

・県立病院の経営状況 

 

○第３回検討会（平成２０年７月１０日） 

・千葉県保健医療計画における県立病院が担うべき役割 

・総合医療センター構想 

・一般会計からの繰入金 

 

○第４回検討会（平成２０年８月２０日） 

・県立病院の収支状況と公立病院改革ガイドラインへの対応 

・地方公営企業法全部適用後の状況 

 

○第５回検討会（平成２０年１０月１７日） 

・東金病院、佐原病院の収支見通し 

・地方独立行政法人 

・報告書（素案） 

 

○第６回検討会（平成２０年１１月２０日） 

・報告書（最終案） 

 

２ 委員名簿                            （平成 20 年 6 月 1 日現在） 

氏 名 役 職 等 備考 

髙 木 安 雄 慶應義塾大学大学院教授 座長 

島 崎 謙 治 政策研究大学院大学教授  

川 村 文 子 明海大学准教授  

鈴 木 一 郎 千葉県医師会副会長  

河 野 陽 一 千葉大学医学部附属病院長  

吉 田 象 二 全国自治体病院協議会千葉県支部長  

新 井 藤 江 前千葉県看護協会長  

谷 田 部 勝 男 千葉県議会議員  

志 賀 直 温 東金市長  

田 嶋 隆 威 大多喜町長  

宮 坂 い ち 子 （NPO）ホスピスケアを広める会理事長  
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３ 将来構想見直しの背景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 平成１６年の将来構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

検証（見直し）

見直し後の将来構想

④県立病院の施設の状況
・がんセンターの老朽化 
・救急医療センターの老朽化 
・精神科医療センターの老朽化 
・こども病院の周産期医療機能の未整備

・東金･佐原病院の老朽化 前倒しで、平成２０年度に検証

③県の財政状況 
・財源不足 

⑥法全部適用後の状況 

①県保健医療計画
・県立病院が担うべき役割※ 

②公立病院改革 
 ガイドライン 
・経営効率化 
・再編･ネットワーク化 
・経営形態の見直し ⑤中期経営計画の実施状況 

平成２１年に検証

平成16年の将来構想

高度専門医療の最後の砦として、全県下（複数圏域）を対象とした医療であり、県立病院が担って

きた地域完結型の一般医療については、地域の実情に応じて小回りのきいた医療サービスが提供

できるよう地域の自治体等が中心となり、新たな医療提供体制の枠組みへの再構築を進める。 

※ 

がん 
センター 

救急医療 
センター 

精神科医療 
センター 

循環器病 
センター 

こども病院 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 
ｾﾝﾀｰ 

県 立 病 院

循環器病センター

の地域医療機能
東金病院 佐原病院

（高度専門病院の将来イメージ） （地域病院の将来イメージ）
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